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　　　北九州平尾台付近の地質
一とくに平尾石灰岩層の地質構造について一
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Abstract

　　　The　Hirao－dai（plateau）is　a　tableland　of　karst　topography　at　the　northern　p換rt　in　the

northern　Ky豆sh買．

　　　By　the　clay抗nd　breccia　layers　discovered　on　the　Hirao－dai，the　Hirao　limestone　group　is

divided　into4formations，that　is　A，B，C　and　D　limestone　formations。A　format．gn　is　the　lower

part　and　D　is　upPermost　on　apPearance。

　　　The　Hirao　limestone　group　is　formed　the　synclinorium　on　a　w五〇1e　with　an　an電icline　and

twO　SynClineS。

　　　The　non－metamorphic　Ichimaru　formation　distributes　on　northwestem　side，and　the　Tagawa

metamorphic　rocks　distribute　on　southeastem　si（ie　of　the　Hir呂o－dai．The　A　limestone　and　Ichimaru

formations　are　conformably　contact，but　the　A　formation　and　the　Tagawa　metamorphic　rocks　may

be　thrust　fault．

要　　旨

　この地域の地質は，いわゆる三郡帯に含まれる田川変

成岩類・非変成古生界・花陶岩類によつて構成される。

このうち，非変成古生界は岩質によつて，平尾石灰岩層

・市丸軟珪石層。東谷砂岩粘板岩層に分かれる。平尾石

灰岩層は，粘土層および礫質岩を鍵層として，A～Dの

4層に区分される。

　A層は市丸層と整合関係，B～D層は礫質岩をはさむ

が一連の地層で，A・B両層間には粘土層または礫質岩

がはさまれ，不整合関係にあるものと推定される。その

不整合に沿つてところによつてはすべりが認められる。

　B～D層には1背斜と2向斜とがあつて複向斜が形成

される。これらの摺曲軸はかなり育曲しており，北西側

の向斜軸は南東側にたおれ，そのために北西翼では地

層が逆転している。A層の地質構造も大きくみると，B

～D層の複向斜に調和性をもつており，北西側にある市

丸層中の背斜も，さきに述べた摺曲軸と並走している。

　平尾台の南東側に分布する田川変成岩類と平尾石灰岩

層とは整合関係といわれていた。見掛け上は，田川変成

　＊九州出張所

岩類の上にA石灰岩層が整合的にのるけれども，地質構

造上に差異があること，両者の境で変成度に大きな相違

があることなどから考えるとき，変成岩と非変成岩との

間は衝上断層関係にあると考えられる。

　なお石灰石鉱床および軟珪石鉱床について，付表を掲

げておく。

1．緒　　言

　昭和36年度より39年度にかけて，延べ53目間にわたり，

平尾石灰岩台地の野外調査に従事した。平尾石灰岩は結

晶質で，比較的層理に乏しく，化石を産出しないが，鍵

層を追跡することによつて，地質構造を解明することが

できたので，ここに報告する。

　野外調査に際して，住友セメント小倉工場ならびに三菱

セメント東谷工場の採鉱関係の方々から便宜と協力をいた

だいた。付記して謝意を表する。

2．　地　　形

　調査地域は，北九州市小倉区南部で，国有鉄道日田線

呼野駅の東側にあたる　（第1図参照）。ここには海抜

350～680mの平坦な台地があつて平尾台とよばれる、
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平尾台は巾が1．5～3kmで，北東一南西にのび

延長約6kmの石灰岩台地である。カルスト地

形が構成され，多くのドリーネがみられる。

このドリーネの配列は幾㌦）かの層準に集中し

ており，岩質ならびに地質構造に支配される

ようにみえる。第2図に平尾台の石灰岩層の

地質構造とドリーネの分布との関係を示す。

石灰岩台地の北東側には花南岩の分布があ

つて，丘陵状の山地を構成するが，台地の北

西側では地形が急峻であつて，300～450mの

急斜面が，小森一呼野の低地帯に落ち込む。

また南東側の1部にも250m内外の急斜面が

上矢山部落に向かつている。Pl伽28－1は北

西方の部落から望んだ平尾台の全景である。

これには台地の北西側の急斜面がよく示され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼r3

　　　　　　　　　　　　　　　　〈　◇

　　　　　　1　／π1》二

、㌧燈＼，、1ず騒響
　　　ケ’　　　　　　　c、東谷眺粘板矯　G二楠岩類
　　　11　　　　　身：礪々、B層，　　4雁

第2図　　平尾台の地質略図，および写真付図類の位置ならびにドリーネの分布状況
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る。Plα渉628－2は平尾台の南西端の竜ケ鼻からみた平尾

台の全景である。

　小森を中心とした低地帯は沖積地であるが規模は小さ

いo

3，地質の概要

　この地域の地質系統には，田川変成岩類・非変成古生

界・花闘岩類・紛岩および沖積層がある。第3図は平尾

台周辺の地質図および地質断面図である。

　3，1田川変成岩類

　田川変成岩類は平尾台の南東側に分布し，いわゆる

三郡変成岩類の一部とみなされる。原岩が粘板岩から変

成された黒色千枚岩ないし黒色片岩を主とし，千枚岩

質砂岩ないし砂質片岩，輝緑凝灰岩および輝緑岩からな

つた緑色千枚岩ないし緑色片岩を伴い，珪質片岩の薄層

をはさむ。これらはいずれも変成度が低い。地層の走向

は一般にN600～70。E，傾斜は40。～60。で北西に傾く。

見掛けの上部で平尾石灰岩層に接近したところには，か

なり顕著に緑色千枚岩層が挾有される。

　北東部および南西部の花閏岩類に接近した部分では，

熱変質をうけてホルンフェルス化しているが，その範囲

はせまい。

3．2非変成古生界
　非変成古生界には平尾石灰岩層・市丸軟珪石層ならび

に東谷砂岩粘板岩層がある。

　3．2．1平尾石灰岩層
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第3図a　平尾台周辺の地質図

41一（473）



地質調査所月報（第！9巻第7号、

／ノ

／

O　耳

o
o

／
／ o
■

o
1 o

o

ノ翻癖懲
繊多鵜停乙築☆
　　／／

t
、
　
　 一－

、　　　　　　’隙ざ亥
一轍拶

／

　／／
／
　
　
　
β1 ’『’

＼鰺雛
雛拶　　　　！

！ ’
o　／　　　・
舜耀1，ト、 ’

l
l

　　　　金
　　　　辺戸　　　　　　　万

議勃峠黍嬢
黛華難駕濤￥、＋
書二子1∫二鎚鐙＆＋＋

立
　亀
　ケ
　自
ハ界
ワ

β
甲1

小
岳∫

　キ
よ　　　十　　　＋　　　＋　　　十

　十　　　4－　　　4一　　　十

十　　　十　　　十　　　十

　十　　　十　　　十　　　十

・誕興」1⊥止

　十　　　㌦謡鴨隠鷲一一

600π

400

200

0

第3図b　平尾台周辺の地質断面図

　平尾台を構成する石灰岩層で，一般に白色ないし乳白

色を呈し，ときには，やや灰白色をおびる。一般に結晶

質で，花闘岩の近くではしばしば径数cmの大きい結晶

もあるが，花闘岩体から離れるに従つて径数mmの糖

状結晶から次第に粒度を減少して微細な結晶に移る。

P1碗829畦に大きな方解石の結晶を生じたものを示す。．

一般に層理が明瞭でなく塊状であるが，部分的にはか

なりはつきりしたところもある。たとえば台地の縁辺部

などでは明瞭な層理が認められる　（loc．6，7など）。

石灰岩がほとんど全域にわたつて結晶して大理石化して

いるので化石を産出しない。したがつて平尾石灰岩の地

質時代は不明であるが，おそらく石炭系ないし二畳系の

ものであろう。本石灰岩層中にはチャートや粘板岩層の

爽みはみいだされない。

　3．2。2市丸軟珪石層

　域外北東方の恒見および苅田方面から平尾台を経て南

方の香春岳，さらに南西方の船尾山に，比較的大きな石

灰岩体が散在し，相互の間は花闘岩類の貫入や古第三系

の分布によつて断たれているが，大局的には一連のもと

にある地層とみなされる。これら石灰岩諸岩体の北西側

には，いわゆる軟珪石鉱床として稼行される特殊の地層

を伴つている。本地域ではこの地層を市丸軟珪石層とよ

ぶ。軟質な珪質岩であつて，比較的に新鮮な部分で見る

と，チャートと石灰岩との厚さ数㎜以下1mm内外

までの縞状細互層で，風化した部分（おそらく熱水作用

を受けたものと推定される）では石灰分を失つて，赤褐

色・暗灰色ないし暗黒色を呈し，多孔質で脆弱な灰石様

の軟かい岩石となる。この種のものは石灰岩層の縁辺部

で，チャート層への漸移帯を構成するものと推定され

る。Plα渉629－2に平尾石灰岩層と市丸軟珪石層との接触

部を掲げた。石灰岩と軟珪石との境B、は，写真では不

規則な境で接しているが，不整合でもなくすべり面も認

められない。輝緑凝灰岩はチャート層中の來みで，両者

の境にはすべり面はない。本軟珪石層の中央部よりも，

やや石灰岩側に片寄つて，走向がN60。～70。E方向

の背斜軸があつて，本層の延長方向にのびる。背斜の南

東側では60。～70。で南東に，北西側では50Q内外で北

西に傾く。背斜構造の北翼側には，比較的に顕著でやや

連続性にとむ石灰岩のレンズが1～2層みいだされる。

この石灰岩からも化石は未発見である。本層中には，ま

れに輝緑凝灰岩や粘板岩の薄層をはさむ。本層中で軟か

くなつた部分は，採掘や粉砕が容易であつてsio2も9Q
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％をこえて良質なので，セメソト製造に際して珪酸分の

添加剤として稼行される。

　3．2．3　東谷砂岩粘板岩層

　台の北西方の東谷地域から小森の西側一帯の山地には，

砂岩・粘板岩からなる累層が露出している。当地域では

これを東谷砂岩粘板岩層とよぶ。この累層は砂岩および

粘板岩の互層をなし，砂岩は一般に灰黒色細粒堅緻なも

のが多く，わずかに淡黄褐色を呈し中粒ないし粗粒砂岩

がある。粘板岩は一般に黒色ないし灰黒色堅緻なもので

ある。東谷付近での一般走向はN60。～700E，傾斜は北

西方に70。ないし垂直を示し，東谷の西南方の丘陵では北

西方に45。内外の傾斜を示している。見掛け上の下盤側

にある市丸軟珪石層と互に移り変わるものとみなされる。

　3．2．4花南岩類
　平尾台の北東側には角閃石黒雲母花商岩が貫入してい

て，その分布は域外に向かつて広い。石灰岩層との接触

部を追跡すると，地形に対応してかなりの凹凸を示し，

また幾つかの小さい石灰岩，および一部に田川変成岩類

をもルーフ状岩体として山苓部にのせているので，角閃

石黒雲母花南岩は，比較的にゆるい斜面をもつて，田川

変成岩類や平尾石灰岩に貫入しているものと推定される。

　台の南半部には，呼野付近・金辺峠付近およびその南に

花醐閃緑岩が貫入している。これらはおそらく断層にそ

つて岩株状に貫入したもので，角閃石黒雲母花南岩の周

辺相であろう。このうち呼野付近の花闘閃緑岩は，平尾

石灰岩層を切断した小断層によつて竜ケ鼻を含む地塁化

した地塊に貫入しており，花闇閃緑岩の貫入によつて地

塁が作られたように見える。このことは，断層の生成が

花闘閃緑岩の貫入と密接な関係にあつたことを暗示する。

　花商岩類の貫入によつて平尾石灰岩層との接触部には

接触交代作用があつて，しばしば珪灰石の生成やスカル

ン帯がみられる。さきに述べた平尾石灰岩の大理石化

も，花商岩類の熱変質がおもなものであろう。

　3．2．5玲岩岩脈
　上矢山部落からほぽ北にのびて平尾台を横断して玲岩

の岩脈が認められる。厚さはおよそ20m内外で比較的大

きなものである。地表では2ヵ所で認められる。2岩体の延

長は同一線上にあつて，南端部では石灰岩層の南限で喰

違いを生じているので，断層面に貫入したと推定される。

　　　　　　4．平尾石灰岩層
　さきに述べたように，平尾石灰岩層は比較的に層理に

乏しい塊状石灰岩からなり，また，結晶質化しているの

で化石を産出せず岩質に変化がみいだされ難い。

　本調査においては鍵層の発見によつて，これらを追跡

し，4帯に細分することができた。ただし，地層の新旧

の判別はできなかつたので，見掛けの下部から，A～D

層として区分した。

　4．1A層
　平尾石灰岩層の見掛け上の最下部層である。平尾台の

北西側で厚く，小森東部ではおよそ250m以上に達する

が，北東に向かつて薄くなり，塔ケ峯付近では欠除され

る。台の南東側では比較的に厚さが一定して，約70m

内外であるが，千仏部落の北東方ではみいだされない。

そのほか，平尾部落の南西では背斜軸の頂部において僅

かに露出がみられるが，ここでは下限が不明である。

　A石灰岩層は10c．2において市丸軟珪石層と整合関係

にあり，大部分は市丸層の上位を占め，少なくともその

一部は市丸層と漸移関係にある。A層の上限は粘土層に

よつて限られる。

　A層とB～D層とは野外観察で区別することは困難で

あるが，A～C層間にわたる分析試料採取による分析結

果では，A層のものはB～C層のものに比し苦土分に富

む傾向がある。

　4．2粘土層
　A層と見掛け上の上位の地層B層との間には，多くの

場合に粘土層が見られる。

　P競θ30－1は三菱セメソト東谷工場採掘現場のグロ

リーホール上方を通る粘土層の露頭線を示したものであ

る。P1伽30－2はその線上のloc．3の地点における剥土

作業現場に見られる粘土層である。この付近の粘土層は

厚さ10m内外で，紫紅色ないし暗紅色を呈し，しばし

ば，褐鉄鉱団塊を含み，大きなものは，ときに径30cm内

外に達することもある。P1α！ε31－1はIoc．4における，

剥土作業中止地点の露頭で，ここでは粘土層の厚さは，

およそ8mあつて，紫紅色・淡黄緑色・褐色などの雑色

を呈し，写真右上方に見られるように層理面を有する蓼

土頁岩質の粘土層である。概略の走向はN40。E，傾斜

は東南方に700～80。を示している。このような粘土層

は石灰岩に較べて軟かいので，表土の薄いところでは，

P鰯θ31－2（loc．5）に示すように，かなりよく地形

に現われて，その連続状況を推定することができる。ま

た，本粘土層は場所によつては厚さが減少することもあ

り，Ioc．6では1部に礫質岩を認めることもある。．P観6

32－1にこの礫質岩を示した。この礫質岩の厚さは，およ

そ1mで，石灰岩の円礫および亜円礫からなり，固結の

度は低く，ハンマーを使用すれば，容易に礫を取り出す

ことができる。この円礫および亜円礫は粘土質ないし砂

質物で膠結される。砂質物は石英粒を主とし，少量の褐

鉄鉱粒と金雲母片がみいだされ，鏡下で観察するに，砂

43訊475）
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第4図

0　　　　　　　　　　500m

三菱セメソト諌山探鉱
坑道に沿う横武断面図

〉
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L1：A石灰岩層，　L2＝B石灰岩層，
L3：C石灰岩層，　L4：D石灰岩層，
T：田川変成岩層，　C＝粘土層，

N：市丸軟珪石層，　G：花崩岩類，

M：坑道，A：第5図の位置，B：第9図の位置

2

粒はかなり円磨されたものである。

　また，本粘土層は三菱セメント東谷工

場の諌山探鉱坑道内にも2ヵ所みいださ

れる。その1は上矢山側の坑口より約90

mの地点であつて，ここでは暗紫紅色を

呈し，厚さは約7mあつて層理を示し，

走向N40QE，傾斜は北西側に45Qを示

している。他の1ヵ所は，小森側坑口よ

り500m内外の地点である。ここでは塊

状無層理で，上・下盤の石灰岩層の状況

から推定するに，緩傾斜の波浪状を呈し

て，大局的には東方微南に傾斜し，粘土

層中に断層を伴つている。この諌山探鉱

坑道を切断面とする平尾台の断面図を第

4図に示し，坑道が上記の粘土層（小森

∠ノ　　聡鶏・．t

Ni’

　　　　　：L1：A石灰岩層，　　　　L2：B石灰岩層，

　　　　　C：粘土層，　B：角礫，　　M：坑道
　　　　　　（位置，第4図A点）

第5図　　諌山探鉱坑道がA，B両層間の粘土層を通過する付近の状況

餐

0　　50　　100
肌

、翻蕪㌶鷺

　　側より500m地点の）を通過する地点の拡大図を

　　第5図に掲げる。第5図の断層付近にはすべり面

、35だが見られ，また本粘土層中には径1m内外の石灰

　　岩の岩塊が点在している。

　　　台上の北西縁部loc．7において本粘土層をはさ

　　んで，A～C層間のサンプリングを行ない化学分

　　析をした。第1表にその分析値を，第6図に試料

　　採取位置の詳細図を示した。それらの分析値につ

　　いて，MgO，およびP205の等値追跡図を作成し

　　た。第7図はMgOについてのものであり，第8

　　図はP205についてのものである。両図には石灰

　　匝］第1表の分析試料採取位置

　Z　AB両層間の粘土層位置

　分析試料採取の区間は各25勉

第6図　　第1表の各分析試料の探取位置図

　　　　　　　　　（10c．7）

岩の品質の相違が，層序と地層の走向性としてあ

らわれている。すなわち両図によつて明らかなよ

うに，本粘土層を間にして，A層とB層との走向

には斜交性が認められ，本粘土層を境として整合

関係にないことを示している。

　上述のように，本粘土層中には層理を示すとこ

ろがあり，またあるところには礫質岩があり，あ

るいは褐鉄鉱団塊を含むなど，単なる断層に由来

する粘土層とみることはできない。筆者はこれを

A層上にできた不整合粘土層と考えるのであるが，

第5図に示したように，本粘土層に沿う衝上性の

断層が見られる点から，この粘土層に沿い，部分

的にすべりによつた断層が伴うかも知れない。

　4．3　B　層

　粘土層の上盤側の石灰岩層をB層とする。本層

の石灰岩は，さらに上盤の石灰礫岩層をもつて境

される。

　本層はA層の上位にあつて下限は粘土層と接す

るが，平尾台の北部の塔ケ峯付近では，直接に市

44一（476）
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1
2
3
4
5
6
7
8
　9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

CaO
（％）

26

27

28

29

34

35

36

37

38

39

40

41

42

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

59

60

61

62

63

64

65

69

70

71

72

73

54．

54．

52．

55．

53．

52．

49．

54．

54．

54．

54．

53．

54．

54．

53．

53．

54．

54．

54．

53，

52。

54．

55．

55．

53．

54．

52．

52．

53．

55．

54．

55。

54．

54，

55．

45．

54．

55．

49．

54．

54．

52．

53。

48．

38．

55．

55．

54．

54．

55．

53．

54．

54．

52．

’54，

53．

54．

54．

70

80

91

01

75

91

89

03

31

91

80

85

56

03

75

89

84

52

84

93

63

42

53．51

52．15

54．21

器o［認・i（鎗）

0．61

0．61

2．07

0．30

1．46

2．22

4．79

1．21

1．01

0．76

0．50

1．32

0．81

1．36

1．41

1．41

0．61

0．81

0．61

1。31

2．64

0．81

0。20

0．40

1．36

1．21

2．32

2．57

1．46

0．30

0．86

0．45

0．55

0．91

0．35

7．87

0．96

0．45

5．05

0．96

1．31

3．13

2．07

6．31

14．83

0．61

0．30

0．71

1．30

0．60

1．17

0．86

1．02

2．71

0．65

1．40

0．80

0．91

1．75

2．85

1．40

0．017

0．015

0．016

0．012

0．009

0．007

0．012

0．014

0．017

0．016

0．010

0．008

0．014

0．011

0．016

0。006

0．009

0．015

0．010

0．012

0．011

0．011

0．011

0．009

0．008

0．007

0．016

0．009

0．008

0．038

0．011

0．007

0．008

0．007

0．008

0．027

0．009

0．013

0．014

0．010

0．009

0。009

0．013

0．011

0．020

0．006

0．010

0．012

0．007

0．022

0．011

0．009

0．007

0．008

0．015

0．018

0．007
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0．015

0．014

0，010

0．042

0．028

0．007

0．007

0。014

0．014

）．OC7

）．0α

0．014

0．007

0．007

0．017

0．014

0．021

0．007

0．007

0．003

0．010

0．007
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0．007

0．007

0．014

0．014

0．007
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Inso1
（％）

0．18

0．13

0．31

0．13

0．13

0．16

0．60

0．22

0．22

0．20

0．17

0．24

0．26

骸9・1器・1（1＆1・SS）

0．19

0．08

0．13

0．12

0．08

0．07

0。04

0．18

0．12

0．09

0．09

0．13

0．12

45．60

43．68

43．78

43．50

43．77

43．94

44．38

43．72

43．72

43．90

43．56

43．70

43．69

43．88

43．72

43．83
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43．65

43．78

44．24

43．69
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43．72

43．77

43．94

43．61

44．04

43．88

43．50

43，84

43．72

43，72

43．72

43．66

44。49

43．73

43．72

44．42

43。89

4394
4428

4406
4467

4626
4384
4367
4361
4385

4385
4360

4370
4370
4414

4375
4385
43．74

43．70

43．90

44．04

44．07

43．89

43．50

44．05

43．86

43。95

44．30

平尾台石灰岩分析表
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77
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53．44

54．63

54．13

54．

53．

55．

54．

53．

54．

53．

53．

54．

52。

53．

54。

54．

53．

55．

54．

51．

54．

54．

53．

53．

54．

54．

54．

53．

54．

54．

54．

53．

54．

55．
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54．

55．

54。

54．

54．

54．

55．
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54．

53．

55．

54．

54．

54．

54．

54．

54．

翻o謬9・1，晃）

　　　1．950．008

　　0．750．007

　　　1．270．011

　　　1．10　008

　　　2．05　008

　　　0．50　008

　　　1．40　018

　　　1．60　019

　　　1．42　008

　　　1．72　006

　　　1．90　006

　　　0．75　007

　　　2．40　028

　　　1．60　008

　　　0．81　014

　　　1．31　010

　　　2．15　007

　　　0．20　008

　　　1．40　011

01　4．11　　010

91　0．60　　006

17　1．26　　014

33　1．87　　010

10　2．20　　008

00　1．450．011

24　1曝060．006

59　0．710．011

89　1．510．007

03　1．310．006

24　1．160．010

73　0．500．020

78　1．520．023

94　0．710．005

01　0．400．005

77　0．700．009

98　0．600．006

05　0．500。010

91　0．550．008

77　0．700．015

77　0．650．027

21　1．100．016

05　0．300．012

79　1．700．006

56　0．900．013

31　1．310．007

72　1．500．005

12　0．550．014

56　0．760．011

07　1．200．013

35　1．300．009

98　0．550．007

66　0．760．017

63　0．800．019

0。007

0．021

0．021

0．010

0．007

0．010

0．028

0．007

0．007

0．010

0．003

0．021

0．007

0．014

0．014

0．017

0．007

0．007

0．017

0．007

0．007

0．007

0．007

0．010

0．010

0．007

0．007

0．014

0．014

InsO1
（％〉

0．14

0．03

0．12

0．04

0．09

0．19

0．38

0．10

0．07

0．10

0．23

0．14

0．41

0．08

0．13

0．13

0．13

0．10

0．19

髪9・1器・1（1魯1・ss）

0．10

0．05

0．08

0．05

0．07

0．17

0．09

0．

0．

0．

0．

0．

0．

0．

0．

0。

07

14

04

04

07

16

14

03

08

0．10

0．06

0。12

44．07

43．69

43．87

43．96

44．12

43．75

43．96

43．71

44．14

43．84

44．06

43．86

43．96

43．96

43．81

43．83

44．08

43．75

44．07

44．52

43．74

4389
4389
4407
4396
4373
4361
4394
4383
4384
4350
4387
4389
4361
43．74

4380
43。75

43．69

43．74

43．69

43．74

43．53

44．07

43．80

44．05

43．80

43．86

43．69

43．74

44．07

43．75

43．73

43．74

44．06

　　　　　（昭和38年1月30日，地質調査所化学課　永井茂技官分析）

CO2％は次の方法による計算値である。

　（CaO％×0．7848）＋（MgO％×1．0915）＝CO2％

　　｛総蹴賜讃識亀2寂％｝

　　CO2／CaCO3＝43．97％　　　　CO2／MgCO2＝52．19％

　　CO2／（Ca，Mg）CO3＝47．74％

ただし　CaCO3：石灰石，MgCO3：マグネサイト
　　　　　（Ca，Mg）CO33ドロマイト



北九州平尾台付近の地質（清原清人）

丸軟珪石層にのり，また南東側の千仏部落北方で

もA層を欠いで田川変成岩類と直接に接する。ま

た北部の角閃石黒雲母花闘岩の上に，ルーフ状に

のつた部分でもA層はみいだされない。

　本層の分布は幾つかの断層で断たれているが，

大局的には平尾台にW字状をえがいている。厚さ

は120～80m内外であるが，A層に比して変化が

少ない。色は白色ないし乳白色を呈し，他の層の

石灰岩と較ぺて，とくに目立つような特徴はない

が，露頭表面下1～2mm程度の面に緑色の浸

染がみられる傾向がある。

　4．4　C　層

　B層の上盤側の石灰礫岩ないし石灰角礫岩を下

限として，これに整合する石灰岩層をC層とよ

ぶ。C層の上限はさらに上盤側に現われる石灰岩

礫岩ないし角礫岩をもつて境される。厚さに変化

の多い地層で，200m以上に達するところやまた

100mに達しないところもある。

　石灰岩礫岩ないし石灰岩角礫岩

　C層の基底礫岩層とみなされる。礫質岩の厚さ

は一般に薄く，多くの場合5～10m内外である。

南東側の向斜で発達がよく，北西側の向斜では比

較的に発達がよくない。B，C両層境に広く現わ

れ，石灰岩のみの角礫ないし亜円礫からなり，礫

の大きさは径2～5cmのものが多いが所により

10cm内外のところもある。．P1α≠θ32－2は10c．8に

おける露頭を示した。ここでは礫の大きさ2～3

cmのものが多く，礫は乳頭状に突起して丸味を

帯びている。風化によるものと推察される。

　石灰岩層

　C層の石灰岩層は層厚に変化が著しいが一一般に

は150m内外のところが多い。色は白色ないし乳

白色を呈し，他層のものと識別困難であるが，B

層に比し多少灰白色を帯びる傾向が見られる。

　4．5D　層

　C層の上盤側の石灰岩礫岩ないし角礫岩をもつ

てはじまる地層をD層と呼ぶ。D層は下限の礫質

岩の他にも礫質岩を挾有する。この礫質岩を境と

してその上位（見掛け上の）の地層を区分すべき

かも知れないが，D層中の礫質岩は局部的にみい

だされるだけで，広い範囲にわたつてはいまだ確

認できないので層内礫岩として取扱つた。

　基底礫岩層

　下限の礫質岩を基底礫岩層とみなした。本層は

比較的に連続性にとみ，もつとも厚いところでは

　　誼　媚
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第7図

　　匿］’・醜以上銘未満

2・・m圃w3落〃6ぞ”
　　國’ノ／顔～3％’乳

　　　ノ　　／ノノ　A，B両層間の粘土層

　　（　’）　はドリーネ

　　本調査によるM：gOの成分分布図
　　：古い資料によるMgOの成分分布図

　　　　　　　　　　　　（10c．7）
MgOの等値追跡による石灰岩層の走向と層序の推定図
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○はドリーネ

　　　　D1：本調査におけるP205の成分分布図
　　　　D2：古い資料の分析範囲（P205の分布値なし）

　　　　　　　　　　　　　　　（10c．7）
第8図　　P205の等値追跡による石灰岩層の走向と層序の推定図
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50m以上に達し，平尾部落の北西および南東地域に発達

が顕著である。Pl伽33－1，2にloc．9およびloc．10

地点における本礫質岩の露頭を示した。jp1傭33－1では

角礫を主とし一部に亜円礫を含む。礫の大きさは径10～

30cmのものが多い。Plαi233－2では石灰岩が，かなり

大きく結晶化しているので，礫が不鮮明になつている。

P窺θ34－1は10c．11においてみられる礫質岩である

が，C層が崩壊してそのまま堆積したか，または礫質岩

が後の変動を受けて，C層とともに圧砕されたか明瞭で

ない。第9図は三菱セメントの諌山探鉱坑道内でみられ

る本礫質岩である（第4図B点の拡大図）。　ここでは輝

〃V曜 鑑
　　　、、》・ム盤＆△△鞭蕪譲≦・答♪

　　　o．蹴驚灘鎌、
　　　　　　　　　　　　　7η±　　　　　　　　　ト　　　　　ー5一一一一一一　　尋

　　　　　　　C：石灰岩C層，　　　B：角礫岩層，
　　　　　　　S：輝緑凝灰岩層，　　D：石灰岩D層

　　　　　　　　　　　　　（位置第4図B点）
　　第9図　　諌山探鉱坑道側壁にみられるD層基底礫岩層付

　　　　　　近の状況

緑凝灰岩層が見掛け上の上部にあり，輝緑凝灰岩層の厚

さは約1m，礫質岩の厚さは4m内外である。ここでは

C層との間は境界が不明瞭で，輝緑凝灰岩層とD層との

間が明瞭なので，ことによると，輝緑凝灰岩層の上限を

もつてC，D層を分けるべきかも知れない。

　石灰岩層

　石灰岩は白色ないし乳白色を呈し他層のものと著しい

差異は認め難いが，C層のものと同様に，多少灰白色を

帯びる傾向がみられる。

　礫質岩の爽み

　平尾部落の北方にはD層中の爽みとして，厚層の礫質

岩が挾有される。見掛け上D層基底部の礫質岩と識別困

難である。この付近の礫質岩の層厚は50～100mに達

し，北東ならびに南西方に漸減して連続性に乏しい。礫

は角礫を主とし，大きさは10～20cm内外のものが多

いが，30cm以上に達するものもある。また，台の南西

方の竜ケ鼻小岳間では，薄層（5～10m）ながらよく連

続して，摺曲構造の状況をよく示している。この付近の

礫質岩は角礫および亜円礫からなり，礫の大きさは5～

iOcm内外のものが多い。

　　　　　　　5．地質構造
　平尾石灰岩層にはさまれる粘土層および礫質岩を鍵層

として追跡し，当台地を構成する石灰岩層をA～D層に

細分した。このうち，A層はその大部分が台地周囲の懸

崖を形成して露出し，B～D層は台上の平坦な地域を構

成している。そしてA，B両層間は，不整合関係にある

と推定される。

　平尾石灰岩層は地層の細分の結果，石灰岩層の延びの

方向，すなわち，N　E－SW方向に走る2向斜と1背斜

の摺曲構造があつて，地層がくり返されており，B層に

ついて見るとW字状の分布がみられる。北西側の向斜の

北西翼はP観630－2に示されるように，地層が逆転して

いる。このため，この向斜構造は第3図の地質断面図C－

Dに示されるように，向斜軸面が南東側に傾くであろう。

　南東側の向斜は一般に対称性であるが，部分的には第

4図に示されたような非対称性もみられる。中央にある

背斜構造もまた非対称である。これらの摺曲によつて全

体としては復向斜が形成される。

　地質図にみられるように，摺曲軸は幾つかの後に生成

された断層で切断されるが，全体として，かなり沓曲し

ていることは，本地域の地質構造の1つの特徴といえよ

う。このことは地質断面図にみられるように，非対称の部

分や対称の部分があつて，摺曲構造にかなりの変化を伴

つたこと，その原因を1つにしているものと推定される。

　平尾石灰岩層中にみられる向斜構造は，平尾台の南西

端部では半盆構造となつて終り，田川変成岩類にはこの

ような構造がみられない。また，さきにのべたように一

部はA層を欠いてB層と変成岩類とが直接に接すること

がある。そしてまた平尾石灰岩層には片状構造がまつた

くみられないことなどをあわせて考えると，A層と田川

変成岩類との関係は整合的にあつても衝上性の断層があ

ると推定される。かりに田川変成岩類と平尾石灰岩層と

が一連の地質系統とすると，田川変成岩類と市丸軟珪石

層とは同時異相の堆積物ということになる。金辺峠付近

では花闘閃緑岩の貫入によつて，田川変成岩類と市丸層

との直接の関係を確認することはできないが，ここでは

田川変成岩類と非変成古生界との関係を断層とみなした。

南東部の千仏鐘乳洞内の洞窟は西方に延びて背斜の軸部

付近に達しているものと推定される。すなわちこの洞窟

の内部には田川変成岩類からもたらされた角閃岩・緑色

千枚岩およびホルンフェルス化した千枚岩質岩の礫がみ

いだされることが宮久ら（1962）によつて述べられている。

このことは背斜軸部付近における田川変成岩類の位置が，

かなり高いところにあることを示し注1），田川変成岩類

と平尾石灰岩層が断層関係にあるとすれば，その断層は

平尾石灰岩層の禰曲構造と調和性のあるものとみられる。

　さきに述べたが，竜ケ鼻の地塊は地量化していて・こ

注1）　千仏鐘乳洞は平尾石灰岩A層が田川変成岩類上に接する付近の標

　　高約300mの地点に開口しており，付近の田川変成岩類は60。

　　内外で石灰岩側に傾斜しているが，鐘乳洞の奥ではかなりの高さ

　　の（標高300m位まで）位置に上っているであろう。
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こに花闘閃緑岩の貫入がみられる（地質断面図，E－F

－G－H－1参照），花商閃緑岩の岩株の上昇と地墨化

との間に構造上かなり密接な関係があつたと判断される。

　　　　　　6．結　び
平尾石灰岩層は結晶質となつていて化石を産出せず，

まつたく塊状のものとみなされていたが，粘土層および

礫質岩を鍵層として見かけの下部からA～D層に4分す

ることができた。そしてA層は市丸軟珪石層と一続きの

地層であり，B～D層はこれと不整合関係にある。

B～D層は2の向斜と1背斜からなる複向斜を形成し

ており，その摺曲軸はかなりはげしく蛮曲している。南

東側の向斜は対称性であるが背斜は非対称な構造であり，

さらに北西側の向斜は南東側にたおれた軸面をもち北西

の翼は逆転している。

A層の地質構造もB～D層の複向斜とかなりの調和性

を示し，これと漸移関係にある市丸軟珪石層にもこれら

の摺曲軸に並走する背斜構造が形成されている。

田川変成岩類と平尾石灰岩層との関係は，見掛け上は

整合的であるが，地質構造を解明した結果からみて・低

角度の衝上性断層と推定される。

　　　　　　　文　献
清原清人（1963）：九州地方の古生代石灰岩層の構造地

　　　質学研究，地質調査所月報，voL14，no．10

松本達郎（1951）：北九州・西中国の基盤地質構造概説，

　　　九大理研報，vo1．3，no．2

宮久三千年・毛利元躬（1959）：福岡県吉原鉱山の接触

　　　交代銅硫化鉄鉱床一とくに本坑鉱床の構造

　　　支配について一鉱山地質，vo1・9，no。37

宮久三千年・鹿島愛彦（1962）：平尾台カルストの石灰

　　　洞群にみられる曲流現象，愛媛大学紀要第2

　　　部自然科学（地学），vo1・4，no・3

　　　　　　付　1録
1．平尾台周辺の石灰石鉱床

石灰石鉱山の概要を第1表に示す。

第1表　石灰石鉱山の概況

鉱種

石灰石

石灰石

鉱山名

　　　1

住　友1
セメント1

鉱　　区
鉱業権者

採1991

住友セメン

トK．K．

位置交通
北九州市小倉区字

市丸

平尾台北西麓。小

倉駅前よりバスで

30分

　　　　　ロ小　　倉1　叩

i地　　 質

1

平尾石灰岩A層を

採掘切羽に紛岩質

岩脈がみられる

採 掘

グロリーホール

3ケ，月産3万
屯グロリーホー
ル下よりペルト

コンベアーで工
場へ運搬

供　給　先

住友セメント

小倉工場

質

い幽」、Si俄瞬1．．

三　　菱

セメント

43．0
42．5
42．8

0．1

0．1

0．0

0．0

0．0

0．0

i剃．⑱

〇．0　　55．3

0．0　　55．5
、堕」、至5・す、

MgOロ Total

0．7　　99．1
0．6　　98．7α519＆8

分析年月

42．8
40．9
40．9

東　　谷

（住友セメント小倉工場分析室分析）

採1998

三菱セメン

トK．K．

北九州市小倉区字

小森

平尾台北西麓にあ

る。小倉駅前より

バスで33分

A層およびD層を
採掘中でD層の切
羽裏には玲岩質岩

脈あり，A層，B
層間の粘土層も間
題である

グロリーホール

3ケ，一部でベ

ンチ方式を採用

月産20万屯

東谷エ場へ12万
屯，黒崎工場へ
8万屯，東谷工
場は半製品クリ
ンカーとして田
浦（門司）工場
へ10万屯を送る

品

質

！Ig．10SS

42，45

42．17
42．86

Sio2

0．95
0．85
0．75

1Al203
0．48
0．35
0．22

Fe203

0．32
0．25
0．05

CaO

55．23

55．07
55．65

MgO

0．42
0．83
0．35

　　lTotal透析卸
99．85
99．52
99．88

41．2
41．4
42。7

（三菱セメント東谷工場生産課分析室分析）
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鉱種

石灰石

石灰石

石灰石

鉱山名

日　　本

セメント

呼　　野

洋光産業

呼　　野

岩永産業

金　　辺

鉱　　区
鉱業権者

採1997

日本セメン

トK．K．．

位置交通

北九州市小倉区字

呼野

竜ケ鼻北西麓にあ

る。小倉駅前より

バスで35分

北九州市小倉区字

呼野

金辺峠にある

北九州市小倉区字

呼野と田川郡香春

町字採鋼所の境界

で竜ケ鼻の西側中

腹部にある

地 質

A層を採掘したが
当地区は断層帯で
石灰岩の安定悪く

しかも花商岩類の

貫入著しいため採
掘条件が悪い

断層のためA層が
落ちたものか市丸
層中の石灰岩であ
るか詳かでないが
断層間の小岩塊で
ある

A層を採掘中であ

る。この付近は断

層に近く石灰岩層

は破砕されており

条件は良くない

採 掘

休山中

小規模採掘

月産5，000屯

小規模の採掘で

あるが標高400
m付近の急斜面
であるので落石
などの危険が多

い月産1500屯

供　結　先

日本セメント門

司工場

八幡化学戸畑製

造所へ供給

（農業用）

2．軟珪石鉱床

本地域における軟珪石鉱山の概要は第2表のとおりである。

　　　　　　　　　第2表　軟珪石鉱山 の概況

鉱種

軟珪石

軟珪石

軟珪石

鉱山名

小倉工業

小倉珪石

黒崎耐火原

料K．K．

小　　倉

三光珪石

鉱　　区
鉱業権者 位置交通

平尾台北西麓の

登山バス道に面

する

北九州市小倉区

字市丸

北九州市小倉区

字横山

地 質　採

市丸層の背斜の北

翼を採掘中

市丸層の背斜の南

東翼を採掘中

市丸層が断層のた

め北方に移転した

部分を採掘中

掘

小規模

月産4000屯

小規模

月産5000屯

小規模

月産

2，500～3，000屯

供　給　先

住友金属および

黒崎窒業K．K．

黒崎窒業

ならびに

八幡化学K．K．

三菱セメント

黒崎工場

八幡化学小倉

工場
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1平尾台全景（1）（北西方西部落から南東方を望む）　　T：塔ヶ峯，F：吹上，S．G：住友セメントグロリーホール，M．G：三菱セメソトグロリーホール，R：竜ケ鼻

2　平尾台全景（II）（竜ケ鼻から北東方を望む）　　　K：小倉市街地，F：吹上，L：小岳，N；貫山（花崩岩），H：平尾部落
ぎ
誉

鋸



B曜」・σθo乙Sz躍zへ1αρα％，’VoJ。19 Plα∫θ29

　　1　花闇岩体に近いところにおける方解石の大きな結晶　　（loc．1）

L：石灰岩A層，C：チャート，S：輝緑凝灰岩→市丸軟珪石層

（境界線B1，B2は見掛けは不規則な形であるが整合）　　（10c．2）

　2　平尾石灰岩A層と市丸軟珪石層との整合関係



β％」乙Ooo乙8％グ跣1吻伽，70ム19 PZ｛z∫召30

穂

蟹叢

C：粘土層の露頭線，3：10c．3，4：10c．4，A：A層，B：B層，G：グロリーホール，

F：吹上，Y；羊群原，：K＝小岳　　　　　　（竜ケ鼻北端から北々東に向って写す）

　　　　　　1　A，B両石灰岩層間の粘土層の露頭線

　　　〆〆　〆〆　ヂ〆
　　　ぱ　　　　

か

灘懇．．
　　　　A：A層，B：B層，C：粘土層　　　　（10c．3）ここでは地層が逆転している・

　　　　　　　　　　2　A，B両礫岩層間の粘土層



β％〃．θ601．S％猶∂．∫αρ伽，’Vol・19 Plζz惚31

欝鐵

懸

　　・欝．　　　繋

　　　　　齢，壱ζ電　　　欝　　　　〔八、・　　、総　　＿甜㌧欝

　　A＝A層，B：B層，C　l饗土頁岩質粘土層（縦に急斜して層理がみえる）P　l粘土剥土跡

　　（loc．4）　ここでは粘土層中に層理がみられる。粘土層の厚さは5～8m

　　　　　　　　l　A，B両石灰岩層間の粘土層

　　　　醗
，，灘警灘鰍

　　　　　　縷灘麟

　　鰐、、，、撚簿潔濠
　　　　　　　　　　　ぎ
　　　　　　　　講馨

　　　　　懸難嚢
　　　　　　　鐵簿

　　　　　　　　　灘鰻

購灘灘欝、

　轡．雛

　　　　　　　　　　　　　、総
L1：石灰岩A層，L2；石灰岩B層，C；粘土層，位置：（10c・5）

　　　2　粘土層の存在を示す壕状凹地

醸羅



．8％」乙θ60乙3％微1吻伽，70」。19 pZα！632

鰹

灘 灘．

灘

L1＝石灰岩A層，L2：石灰岩B層，C：礫質部，S＝粘土および砂質部　A層と礫質岩の間は不明瞭，

B層と礫質岩の間は明瞭，円礫ないし亜円礫からなる石灰岩礫を，粘土および砂質物が充填する．砂質物

は石英粒を主とし，褐鉄鉱粒を混え，わずかに金雲母片がみられる。（10c．6）

　　　　　　　　　　1　　A，B両石灰岩層間にみられる礫質岩
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羅懇

灘灘灘，蛙馨　　聡懸
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒙蒙，，，

蕪．

蕪

灘

灘
藝繊

購

礫は丸味を帯びて乳頭状に突出しているものが多い。（10c．8）

　　　　　　2　C層基底部の礫質岩
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　　　　角礫は一般に大型で20～30cmのものが多い。（10c．9）

　　　　　　1　D層の基底部にある角礫岩の露頭

礫は一般に丸味を帯びたものが多い。花崩岩体に近いので結晶が大きく，角礫岩は木鮮明となっている。（loc．10）

　　　　　　　2　D層の基底部にある礫岩
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　　　織　　．　灘，、．韓　懸、　，隻灘、織　　鍵

鱗麟，灘、畢懸醗灘…萎灘・，鞭鞭嬢

　　B　l角礫，L；石灰岩C層　礫は一般に小さく径5cm内外のものが多い。（loc．11）

　　　　　　　　1　D層の基底礫岩とみられる礫質岩




